第３回ランチョンセミナー

「学会における男女共同参画をめざして

        —男女共同参画学協会連絡会の活動を通じて—」

開催報告

開催日時　2009年3月28日 12:15 - 13:15
開催場所　つくば国際会議場
標記セミナーを，男女共同参画推進委員会が中心となって2009年春季大会期間中の昼食時に開催した．日本作物学会 男女共同参画推進委員会設立ワーキンググループにもご協力いただき，委員以外の参加者は84名（男性44名，女性40名），前回より9名増加した．

　講師には，(独)産業技術総合研究所・評価部・主席評価役の富樫茂子氏をお招きした．富樫氏は，男女共同参画学協会連絡会（以下，連絡会）の副委員長を経験されており，連絡会の活動を通じたご自身の視点から、科学技術専門職の男女共同参画に関する現状と課題についてご講演いただいた．要約は以下のとおりである．
１．科学の世界でなぜ男女共同参画？
個人レベルでみれば，真理を探究したいという欲求は男女共通であり，その実現が性別により制約を受けるというのは道理にかなわない．社会的に見ても，科学技術分野における高度かつ多様な人材の確保は喫緊の課題となっており，女性のポテンシャルを十分に発揮させ活用することがぜひとも必要である．
２．男女共同参画学協会連絡会について
　自然科学系の分野で働く女性科学者の数が少なく，また，少子化が急速に進行しているわが国の現状に鑑み，自然科学分野の男女共同参画を推進するため，平成14年10月に連絡会が設立された．日本育種学会を含めて，38の学協会が正式加盟しており，29がオブザーバー参加している（2009.3現在）．会員総数は41万人（うち女性2万人）にのぼる．これまでに，文科省の委託事業としての２回の大規模アンケートの実施，女子高生のための春・夏の学校の開催などの啓発活動，政府への男女共同参画に関する要望の提出などの活動を行ってきた．
３．ライフステージの観点から見た男女共同参画に関する現状と課題
2008年に連絡会が実施した第２回大規模アンケートの回答者は14000人．生命生物系分野，大学や公的研究機関からの回答が多く, 女性の割合は実際の在職率よりやや高い．この集計結果に基づいて，科学技術系専門職の男女共同参画における現状と課題をライフステージに対応させながら議論した．

１）育成期（小中高教育，家族，大学・大学院）

科学技術職を選んだ動機は，真理の探求や自己実現などを理由にした回答者が多く，男女での差異はない．修士課程に進学する女子学生の比率は，理・工・農学系でこの15年で2-3倍に増加したものの10-30%に留まっており，男女較差は大きい．育成期の女子が科学への興味や将来への夢を育てられるような環境作りが必要である．

２）自立期（ポスドク，任期付き研究・技術員）

科学者としての基礎を築くと同時に，パーマネントな職を得る上でも重要な時期である．出産や子育ての時期にもあたるが，ポスドクでは育児休業がとりにくい傾向がある．また，女性研究者は職位・収入に関係なく２人以上の子供が持ちにくいという現状が浮き彫りになった．ポスドク後のキャリアパスに関しては，大学や公的機関での教育・研究職にこだわらず，多様な職種へ視野を拡げる必要があるが，企業による女性の採用はきわめて少ない．学会として今後の取り組みが望まれる．

３）就職後

就職した後には，家庭と仕事の両立，キャリア形成が課題．子育てや介護に関する制度の充実や，職場や家庭での意識改革を求める声が多い．情報ネットワークの構築や優先順位の割り当て（脱完璧主義）などが有効であるとの意見が寄せられている．

キャリア形成に関して明瞭な男女間差が現れているのは，45歳以上の役職指数（職位を指数化したもの）．再チャレンジ制度が整っていないことが一因であるとともに，女性の側に若い頃からリーダーになる意識が薄いことも原因として考えられる．今後は出産や子育てを支援する制度の拡充だけでなく，男女とも意識の変革が重要である．
なお，男女共同参画学協会連絡会の活動およびアンケートに関しては，以下のwebサイトでその詳細情報を得ることができる（http:// annex.jsap.or.jp/renrakukai/）．また，10月7日には東京工業大学大岡山キャンパスで，連絡会主催のシンポジウムが開催されるので，ぜひ参加されたい．

講演後の質疑では，女性研究者が職を得やすい制度作りに関して質問が寄せられた．富樫氏からは，採用する機関側の立場としては，ポストごとの個別採用は女性に不利に働く傾向があり，公平性の観点からは大枠での複数名同時採用が望ましいとの考えが示された．また，学会は，企業への人材PRなどの活動が可能ではないかという提言もなされた．

今回は、講演会を合同開催した作物学会からも多数の参加があり、両学会における男女共同参画推進の活動に関する情報交換の場としても有意義な機会となった。

本セミナーの資料等は，育種学会ホームページ（http:// www.nacos.com/ jsb/03/03siryou.html）に掲載している．　（文責：船附秀行）
